
1

平成 27 年 9 月例会：次第（平成 27 年 9 月 26 日開催）

１、会長挨拶

２、報告事項

【会員の状況】 平成 27年 9 月

（1） 入会者： 藤澤大輔（ふじさわ小児ｸﾙﾆｯｸ）・中谷勝也（南草津病院）

        牧石徹也（済生会滋賀県病院）

   退会者：なし

  異 動： なし

        

（２） 会員の状況（27 年 9月）

      Ａ会員：135 名、 Ｂ会員：157 名、  合計：292 名

【総 務 部】

（１）情報通信機器を用いた診療（いわゆる「遠隔診療」）について
  遠隔診療については、平成９年付厚生省健康政策局通知において、その基本的考え方及び留意

事項が示されている。医師法第２０条等における「診察」とは、現代医学から見て、疾病に対し

て一応の診断を下し得る程度のものをいい、遠隔診療についても、現代医学から見て、直接の対

面診療と同等ではないにしてもこれに代替し得る程度の患者の心身の状況に関する有用な情報が

得られる場合には直ちに医師法２０条等に抵触するものではないとされている。今般、情報通信

機器の開発・普及の状況を踏まえ、当該通知における遠隔診療の取扱いについて、留意事項の一

部が明確化された。平成９年通知自体の変更を行うものではないとのことである。

詳細については、下記を参照のうえ確認いただきたい。

http://www.hospital.or.jp/pdf/15_20150810_01.pdf

（２）栗東市在住の乳幼児の医療費無料化について（総務資料 1）
   （県医師会報 9月号「保健ページ ｐ41 に掲載済」

（３）滋賀県高等技術専門校ﾃｸﾉｶﾚｯｼﾞ草津及び㈱農環（障害者総合支援法に基づく自立訓練

機関）の校医選任について報告                 （総務資料 2）            
滋賀県高等技術専門校⇒ 井上慎二 先生・㈱農環⇒ 樋上雅一 先生

（４）高齢者インフルエンザワクチン委託料改訂される(総務資料 3)

（５）第 1 回湖南圏域地域医療構想検討会議の報告について(総務資料 4)

（６）「労務支援ダイヤル」広報チラシの配布について(総務資料 5)

（７）医療事故調査事故制度への対応について(総務資料 6)

（８）マイナンバー制度への対応について(総務資料 7)

（９）滋賀県医師会 ＣＢＲＮＥ災害対策医療講習会の開催について(総務資料 8)

（10）独立行政法人日本スポーツ振興センターへの医療費請求に伴う文書料について

(総務資料 9)

（11）「滋賀県における側彎症学校検診についての現状調査」について協力依頼について

(総務資料 10)

（12）社会医療法人誠光会草津総合病院の理事就任について
  関川浩嘉先生が理事就任される

（13）在宅療養手帳が 9 月より、リニューアルされる

（14）平成 27 年 11 月例会時に滋賀県立成人病ｾﾝﾀｰ病院長ミニスピーチされる

（15）滋賀県医師会の 9 月以降の講演会・研修会等の予定表について（予定表）

（16）第 27 回湖南がん診療ネットワークミーティング(チラシ)
   日時場所：27 年 10 月 8日（木）18:00～19:30 近江徳洲会病院 2階大会議室

  特別講演：眞下草津医院 院長 眞下六郎 先生
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演    題：「当院の在宅診療の現状と、そこから見えてきた 2～3の問題点」

（17）糖尿病学術講演会の開催について(チラシ)

（18）第 12 回大津市医師会市民公開講座（チラシ）

（19）医療従事者（受付員等）向け認知症研修(チラシ)  

【学 術 部】

［医療安全］

（１）医療事故情報収集等事業 医療安全情報 No.105「三方活栓の開閉忘れ」について
  カテーテル・チューブの三方活栓の開放や閉鎖を忘れたため、薬剤が無投与となった事例や閉

鎖を忘れたため血液が逆流した事例が 14 件報告されているため、ご留意願いたい（集計期間：

2011 年 1月 1日～2015 年 6 月 30 日）。

なお、事例が発生した医療機関の取り組みは以下のとおりであるので、参考にしていただきた

い。

①三方活栓の構造を理解する。

②三方活栓のコックの向きと流路を確認する。

詳細は、日本医療機能評価機構 HP「医療事故情報収集等事業」

http://www.med-safe.jp/contents/info/

（２）医薬品の「使用上の注意」の改訂について 【日医常任理事通知（法安 64）】

下記医薬品の使用上の注意事項が改訂された。詳細は、医薬品医療機器総合機構「ＰＭＤＡ医

療安全情報」のページに掲載されているのでご確認いただきたい。

http://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/calling-attention/revision-of-prec

a utions/0293.html

☆平成 27 年 8 月 6 日付

①ヒドロキシジン塩酸塩、ヒドロキシジンパモ酸塩、②メマンチン塩酸塩、③デフェラシロク

ス、④滅菌調整タルク、⑤パニツムマブ（遺伝子組換え）、⑥ポマリドミド、⑦ザナミビル水

和物、ラニナミビルオクタン酸エステル水和物

[生涯教育]

（１）第 19 回日本医学会公開フォーラムの開催について
テーマ：「胃がん―ここまで進んだ診断と治療―」

と き：平成 27 年 12 月 26 日（土）13：00〜16：00

ところ：日本医師会館 大講堂

参加申込みは、参加希望の旨・氏名・住所・電話番号・職業を明記のうえ、日本医学会宛に FAX

送信、郵便ハガキにて郵送、もしくは日本医学会 HPからの登録のいずれかの方法による。参

加申込み後、10 日以内に日本医学会から入場券が送付される。先着 500 名となっており、500

名に達した場合には申込みをしても入場券は送付されないとのこと。入場無料。参加者には、

日本医師会生涯教育制度 2.5 単位、5CC（21・42・50・52・53）ならびに日本内科学会認定総

合内科専門医更新 2単位の取得参加証が発行される。

【参加申し込み・お問い合わせ先】

日本医学会 〒113-8621 東京都文京区本駒込 2-28-16 日本医師会館内

Tel.03-3946-2121㈹  Fax.03-3942-6517

URL http://jams.med.or.jp/

（２）第 5 回 琵琶湖プライマリ・ケア研究会
日時：10 月 3日（土）16:00～19:00

  会場：ホテルボストンプラザ草津 6階「ｹﾈﾃﾞｨｰﾙｰﾑ」

≪テーマ さあ困った、皮膚疾患～いまさら聞けない基礎から応用～≫

  特別講演①

   演題：「ひと目でわかる皮膚疾患 ―ﾌﾟﾗｲﾏﾘ・ｹｱで必要な知識― 」

     講師：だんの皮フ科ｸﾘﾆｯｸ 院長 段野貴一郎 先生

   特別講演②

演題：「困ったときの皮膚病治療 ―その治療で良いのですか？！― 」

     講師：帝京大学医学部皮膚科学講座 主任教授 渡辺晋一 先生

（３）草津栗東市民フォーラム
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日時：10月 10 日（水）14:00～17:00

  会場：草津アミカホール・特別講演は15:00 から 90分です。

   演題：「本当は怖いメタボリックシンドローム」

     講師：京都医療ｾﾝﾀｰ臨床研究ｾﾝﾀｰ予防医学研究室 室長 坂根 直樹 先生

    なお、当日さわやか保健ｾﾝﾀｰにて中原今日子先生による健康教室（体操）が同時開催致しま

す。体操教室にも多くのご参加をお願いします。

（４）第 11 回草津栗東認知症ケア・ネットワークを考える会
日時：10月 18 日（日）14:00～16:00

  会場：草津アミカホール研修室

   症例提示 14:10～14:50  座長 髙橋淳 先生

     「身体疾患のため入院が必要になった独居認知症高齢者への支援」

      西村一也様・新名理沙様・宮川正治先生・山根貴子様

     ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｽｶｯｼｮﾝ  司会 宮川正治 先生

     「独居や身体合併症の問題：多職種連携で可能になる支援とは？」

（５）第 160 回草津栗東医師会循環器研究会
日時：10月 21 日（水）20:00～21:30

  会場：クサツエストピアホテル 3階「慶雲」

   演題：「僧帽弁疾患とその合併症に対する治療」

     講師：滋賀医大心臓血管外科 教授 浅井 徹 先生

（６）第 32 回滋賀県医学総会 （学術資料 1）
日 時：11 月 14日（土）14:00～17:35 予定

  会 場：ピアザ淡海 滋賀県立県民交流ｾﾝﾀｰ 3階大会議室

  テーマ：トータルに血液病を診るために

～すべての外来担当医へ、エキスパートからのメッセージ～

   講演４題 「脳卒中」：滋賀医大脳神経外科学講座教授 野崎 和彦 先生

「慢性腎臓病」：（医）八田内科医院 院長 八田 告 先生

「虚血性心疾患」：彦根市立病院副院長 日村 好宏 先生

「末梢動脈疾患」：滋賀医大内科学講座講師 山本 孝 先生

    特別講演：演題 「未定」

         講師 日本医師連盟参与 自見 英子 先生

（７）第 27 回日本医師会主催「指導医のための教育ワークショップ」開催について

                               （学術資料 2）
日時：28年 2 月 6 日（土）～2月 7日（日）9:00～16:00

会場：晴海グランドホテル

   プラグラム：別紙のとおり

     締切：11 月 2日（月）滋賀県医師会必着

【保 険 部】
≪保険関係連絡事項≫

（１）疑義解釈資料（その 15）について 【日医常任理事通知（保 90）】

    （県医師会報９月号「保険」のページ P.31 に掲載済）

（２） 使用薬剤の薬価（薬価基準）の一部改正等について 【日医発第 563 号（保 97）】

（概要は県医師会報９月号「保険」のページ P.31～P.33 に掲載済）（詳細は日医雑誌 11月号参照）

   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコ

ーナーに掲載予定

     http://www1.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku

（３）公知申請に係る事前評価が終了した医薬品の保険上の取扱いについて

    （概要は県医師会報９月号「保険」のページ P.33～P.34 に掲載済）【日医発第 482 号（保 77）】

   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコ

ーナーに掲載済  http://www1.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku
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（４）肝炎治療特別促進事業におけるレベトールカプセルの取扱いについて

  （概要は県医師会報９月号「保険」のページ P.35 に掲載済）【日医常任理事通知（地Ⅲ86）】

（５）肝炎治療特別促進事業の実務上の取扱いについて 【日医常任理事通知（地Ⅲ104）】

    （概要は県医師会報 10 月号「保険」のページ掲載予定）

（６） 材料価格基準の一部改正等について 【日医発第 483 号（保 78）】

  （新たに機能区分及び保険償還価格が設定された医療機器等−平成 27 年 8月 1日適用−）

    （詳細は日医ホームページまたは日医雑誌 10 月号参照）

   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「新たに保険適用が認められた検

査・医療機器等」のコーナーに掲載済

    http://www1.med.or.jp/japanese/members/iryo/tekiyo

（７）医療機器の保険適用について（８月１日保険適用分）及び「医療機器の保険適用に

ついて」の一部訂正について 【日医発第 484 号（保 79）】【日医事務連絡（保 80）】

（８） 原子爆弾被爆者健康手帳の無効について

  滋賀県健康医療福祉部長通知

      手帳番号   無効年月日 無効事由        備 考

    ００１３１３－６ H27.9.2  紛失のため 当該手帳紛失者は甲賀市土山町在住

    （県医師会報 10 月号「保険」のページ掲載予定）

（９）共済組合員証の無効について

①裁判所共済組合大津支部（保険者番号 31250152）

  証記号・番号  無効年月日  無効事由         備 考

   125-220243   H27.8.18   紛失のため  ・組合員はS60.6.19生まれ

                        ・組合員被扶養者はH26.3.1生まれ

    （県医師会報 10 月号「保険」のページ掲載予定）

②厚生労働省共済組合奈良労働局支部（保険者番号31290158）

   記号番号      無効年月日  無効事由       備考

  記号なし 番号1201148          遺失のため  ・旧組合員証の亡失時期は本年6

月中頃

                         ・本年 9月 1日付けで新組合員証を発行済

    （県医師会報９月号「保険」のページ P.35 に掲載済）

（10）共済組合員被扶養者証の無効について

①厚生労働省第二共済組合金沢医療センター所属所（保険者番号 31170111）

    番号   無効年月日 無効事由         備 考

   41009896   H27.9.3   紛失のため ・組合員被扶養者はH4.7.17生まれ

    （県医師会報９月号「保険」のページ P.35 に掲載済）

（11） 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第 37 条の 2 に基づく結

核患者にかかる公費負担の承認期間および受給者番号の取扱いの変更について
    （県医師会報 10 月号「保険」のページ掲載予定）

（12） 日野町における福祉医療費助成事業（小学生医療）について

（13） 診療報酬請求書（10 月提出分）の受付期間について

    （県医師会報９月号「保険診療Ｑ＆Ａ」のページ P.45 に掲載済）

    ・10 月 10 日は土曜日であるが、社保、国保ともに事務所を開所してレセプトの受付を行う

     ※診療報酬請求書等の提出日は、請求省令により１０日と定められているが、可能であれ

ば９日以前の早期提出にご協力願いたい
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（14）平成 27 年 9 月 30 日付けで廃止となる経過措置医薬品について

   （関連記事は県医師会報９月号「保険」のページ P.39 に掲載済）

   （社保支払基金ホームページ http://www.ssk.or.jp/shinsajoho/shinsajoho_01.html

参照）

（15）「妥結率に係る報告」及び「初診料・外来診療料の注２、注３に係る報告」につい

    て   ※H27.9.11付けで近畿厚生局滋賀事務所から対象病院あてに通知済

（16） 保険医療機関におけるコンタクトレンズ交付に係る報告について

    ※H27.9.10 付けで近畿厚生局滋賀事務所から対象の眼科医療機関あてに通知済

（17） 平成 27 年台風第 18 号等による大雨による被災者に係る被保険者証等の提示等及び

公費負担医療の取扱いについて 【日医常任理事通知（保 94）】

（18） 生活保護における後発医薬品の使用促進の取り組みについて

〔研修会関係〕

（19）身体障害者の診断にかかる指定医師研修会について

〔厚生労働省が実施する調査関係通知〕

（20） 平成 27 年度 医薬品価格調査に対する協力について 【日医発第 571 号（保 102）】

   ・購入サイドの調査客体数：病院約 850 (抽出率 1/10)、診療所(歯科診療所を除く)約 1,000（抽

出率 1/100）等

   ・平成 27 年 9 月取引分の医薬品を対象に実施

   ・調査票等の提出先：滋賀県健康医療課

   ・提出締切日：平成 27 年 10 月 30 日

（21） 平成 27 年度 特定保険医療材料・再生医療等製品価格調査に対する協力について

【日医発第 572 号(保 103)】

   ・購入サイドの調査客体数：病院約 2,100（抽出率 1/4）、一般診療所（歯科診療所を除く）約

1,300（抽出率 1/80）等

   ・平成 27 年 5月から同年 9月取引分の特定保険医療材料（但し、ダイアライザー、フィルムに

ついては平成 27年 9 月取引分のみ）の価格、数量等を対象に実施

   ・調査票等の提出先：滋賀県健康医療課

   ・提出締切日：平成 27 年 10 月 23 日

（22）平成 27 年度 保険医療材料等使用状況調査に対する協力について

                             【日医発第 574 号（保 105）】

   ・調査客体：

     ①在宅患者訪問診療を 1カ月に 20 件以上行っており、かつ、内科又は呼吸器科を標榜して

いる一般診療所

     ②放射線治療施設を有し、一般病床が 200床以上の一般病院

   ・調査対象期間（平成 27 年 7月 1日～7月 31日）中に行われた手技（診療行為）に伴って使用

した医療材料等の使用状況とその購入価格及び現在使用中の医療機器等の使用状況とその購

入価格等を調査

   ・提出締切日：平成 27 年 10 月 14 日

【公衆衛生部】

［地域保健］

（１）予防接種時の事故の報告の徹底について
  標記について、市町村長が事故を把握した場合には、「定期の接種実施要領」の規定に基づき、

厚労省健康局結核感染症課に報告することとなっているが、本事務連絡は、特に重大な健康被害

につながるおそれのある事故を把握した場合には、都道府県を経由して同課へ速やかに報告する

ことの徹底を依頼するものであり、了知願いたい。
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（２）第２３回スカウトジャンボリー大会参加者における侵襲性髄膜炎菌感染症の発生につ

いて
本年７月２８日～８月８日に山口県において開催された世界スカウト機構主催第２３回世界

スカウトジャンボリー大会にスコットランドから参加した者が、帰国後に髄膜炎菌感染症と診断

され入院中である旨、スコットランド当局から厚労省に情報提供があった。京都府、兵庫県から

の参加者が上記患者との濃厚な接触の可能性があったことから、厚労省から全国に情報提供の事

務連絡がなされたのでご注意願いたい。

（３）ＨＰＶワクチン接種後に生じた症状に対する診療の手引きについて
昨年１２月１０日に「子宮頸がんワクチンについて考える」のシンポジウムが開催された。そ

の後の記者会見において、現にＨＰＶワクチン接種後に様々な症状で苦しんでいる方の診療に対

する支援として、診療の手引きの作成の必要性について言及されたので、これを受けて協議検討

を重ね、今般、手引きが完成された。日本医師会ＨＰにてご高覧ご活用願いたい。

【厚生部】

（１）医師国保健康診断 10 月 28 日（水）～30 日（金）

    申し込み受け中

（２）医師会旅行 10 月 31 日（土）～11 月 1日（日）横浜方面
    ただいま受付中、締め切り 9月末日

   

３、平成 27 年 10 月の日程
  琵琶湖ﾌﾟﾗｲﾏﾘ・ｹｱ研究会：10 月 3日（土）16:00～19:00 ﾎﾃﾙﾎﾞｽﾄﾝﾌﾟﾗｻﾞ草津 6階

  市民フォーラム ：10月 10 日（土）14:00～17:00 草津アミカホール

   草津栗東認知症ｹｱ・ﾈｯﾄﾜｰｸを考える会

          ：10 月 18 日(日)14:00～16:00  草津ｱﾐｶﾎｰﾙ研修室

   循環器研修会 ：10月 21 日（水）20:00～21:30 ｸｻﾂｴｽﾄﾋﾟｱﾎﾃﾙ３階

  10 月理事会 :10 月 24 日（土）14:00～   草津栗東医師会会議室

医師国保健診  ：10月 28,29,30 日     済生会滋賀県病院１０階

10月 例 会     :10 月 29 日 (木) 14:00～ 済生会滋賀県病院５階なでしこﾎｰﾙ

ＣＰＣ症例発表 ：10月 29 日（木）15:30～  済生会滋賀県病院５階なでしこﾎｰﾙ

  医師会旅行  ：10 月 31 日（土）～11 月 1日（日）横浜・東京方面

４、医協連絡事項

平成 27 年度下半期「医協自家貸付融資」貸付利率について

平成 27年度下半期(平成 27年 10月～平成 28年 3月)の医協自家貸付利率が下記のとおり

決定いたしました。（平成 27年度上半期と同一）

【低金利！固定金利！医療機器の購入等にご活用ください！】

貸付利率 資金使途

小口融資 1.975％（固定金利） 医業経営に関する資金

小口特別融資 0.8％（固定金利） 当組合から医業経営に直接関連する機器等を購入する資金

信用金庫との提携による「新規制度融資」について
平成 27 年 10 月 1 日より、信用金庫との提携による新制度融資の取り扱いを開始いたします。

『医業以外の資金に利用可能な融資を新設しました』
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『融資対象者は勤務医部会員まで拡大されています』

新設制度融資【事務手数料不要・保証料不要！自由資金での借入可能】

制度融資名称：ドクタープラチナム フリー（仮称）

提携金融機関：滋賀中央信用金庫、湖東信用金庫、長浜信用金庫、京都中央信用金庫

融資対象者 組合員・賛助会員・勤務医部会員

資金使途 自由資金

融資限度額 1,500 万円

融資期間 7年以内

融資利率 長期プライムレート基準 ▲0.4％（変動金利）

担保 無担保

各融資には諸条件がございますので詳しくは医協までお問い合わせください。なお、提携金融機

関が制度融資のご案内等、訪問させていただく場合がありますのでよろしくお願いいたします。

マイナンバー制度開始に伴う対応

10 月 1 日よりマイナンバー制度がスタートに伴い、医療機関では様々な対応が求められておりま

す。

滋賀県医師協同組合では制度開始に伴い、医療機関をサポートする体制を整えています。

１．社会保険労務士の無料相談

２．社会保険労務士による訪問、規定・業務フロー等の作成をセットした基本パックをご用意

３．セキュリティ対策製品の無料コンサルティング

４．個人情報漏えい保険のご提案（情報漏えい発生時の備え）

ご質問・ご相談などございましたらお問い合わせください。
































































































